
 

 

 

学習行動 

 

 

学習機会 

 

 

 

 

 

  

6.6

13.2

6.6

3.8

8.2

35.7

15.9

18.1

55.5

42.3

54.4

58.2

29.1

8.8

23.1

19.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

授業時間外に、他の学生と一緒に勉強したり、授業

内容を話したりした

教職員に学習に関する相談をした

授業課題のために図書館の資料、文献やWeb上の

情報を利用した

目的意識を持って授業に出席した

学習行動

１．まったく

しなかった

２．あまり

しなかった

３．ときどき

した

４．ひんぱんに

した

2.2

2.2

1.6

3.3

11.5

7.1

18.1

19.2

56.0

68.1

65.9

58.8

27.5

19.8

11.0

15.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

学生が自分の考えや研究を発表する

授業中に学生同士が議論をする

教員と学生の双方向の授業（質疑、応答）

社会や将来の仕事と結びついた授業

学習の機会

１．まったく

なかった

２．あまり

なかった

３．ときどき

あった

４．ひんぱんに

あった

外国語学部 



 

 

 

学びの興味・関心（一般科目・専門科目） 

 
 

 

卒業時の成長実感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.5

8.8

23.6

29.1

44.0

46.2

26.4

14.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

専門科目

一般科目

学びの興味・関心

１．あまり

なかった

2. 1～2割ほど

あった

3. 3～4割ほど

あった

4. 5割以上

あった

.5

.5

6.0

.5

10.4

13.2

13.2

6.0

61.0

50.5

53.8

52.7

25.3

33.0

23.6

37.4

.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

専門教育または所属学科の授業

ゼミや研究室などの教育内容

課外活動

大学での経験全般

成長実感

外国語１．思わない 外国語 2. あまり

そう思わない

外国語 3. やや

そう思う

外国語 4. 思う

外国語学部 



 

 

 

卒業時の教育内容 満足度 

 

 

卒業時の人間関係・課外活動 満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2

2.7

2.2

4.4

11.5

7.1

6.0

17.0

22.5

23.6

67.0

49.5

63.2

56.0

53.3

23.1

41.2

17.0

16.5

10.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

専門教育または所属学科の授業

ゼミや研究室などの教育内容

大学が求める水準に応えて学習する

将来の仕事と授業の結びつき

オンライン授業

教育内容 満足度

１．まったく

満足していない

2. あまり

満足していない

3. やや

満足している

4. とても

満足している

1.6

1.1

6.6

9.9

1.6

20.9

51.1

39.0

51.6

36.3

57.7

17.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

教員との人間関係

友人との人間関係

課外活動

人間関係・課外活動 満足度

１．思わない 2. あまり

そう思わない

3. やや

そう思う

4. 思う

外国語学部 



 

 

 

学修成果（卒業時の知識・能力の習得） 

 

 

 

 

 

 

 

28.6

8.2

14.8

7.7

12.1

19.2

15.9

54.4

61.0

63.2

67.0

63.2

57.7

63.2

13.2

29.1

20.3

23.1

23.1

20.3

18.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

Ａ．卓越した外国語運用能力

Ｂ．コミュニケーション能力

Ｃ．問題解決能力

Ｄ．自己表現能力・情報発信力

Ｅ．異文化理解とグローバル人材力

Ｆ．高い倫理観と社会的責任遂行力

Ｇ．専門的な知識・技能と活用力

ディプロマ・ポリシーに定められた学修成果

１．まったく

身につかなかった

2. あまり

身につかなかった

3. 身についた 4. 十分

身についた

1.1

20.9

4.9

.5
3.8

.5

5.5

.5

.5

1.6

14.3

42.9

18.7

5.5

29.1

8.2

9.3

23.6

19.8

17.0

17.0

66.5

28.6

59.3

63.2

48.9

59.3

59.3

52.7

54.9

60.4

60.4

15.4

3.8

14.3

28.0

15.4

28.6

28.6

14.8

21.4

19.2

18.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

Ａ．文章表現の能力

Ｂ．数理的な能力

Ｃ．社会や経済に関する知識

Ｄ．プレゼンテーション能力

Ｅ．リーダーシップの能力

Ｆ．人間関係を構築する能力

Ｇ．他の人と協力して物事を遂行する能力

Ｈ．コンピュータ操作能力

Ｉ．外国語運用能力

Ｊ．目的を設定し、確実に行動する力

Ｋ．新しい価値を創造する力

卒業時の知識・能力

１．まったく

身につかなかった

2. あまり

身につかなかった

3. 身についた 4. 十分

身についた

外国語学部 



総 評：外国語学部 

 

今回のアンケート結果から、大半の学生が積極的に学び、大学生活に満足して卒業したと言

えるだろう。コミュニケーションを中心に学ぶ外国語学部では、学生同士が議論し合い、主体

的に学ぶアクティブラーニング手法を多くの授業で取り入れているが、8 割以上の卒業生がそ

うした機会を得たと実感していたことが分かる。その学びを通して自ら成長を実感し、ディプ

ロマポリシーに定められた 7 つの能力が身に付いたと判断している卒業生が大半を占めてい

る。そのことが、教育内容に対する高い満足度に繋がったと考えられる。これらの結果は、学

部教育がその目的に合わせて学生の成長を促すために機能していたことを示すだろう。 

しかし、改善点も明らかとなった。上記の通り授業内容には満足する一方で、授業に対して

十分な興味・関心を持って取り組めなかった卒業生が多かった。この点を改善するためには、

これまで以上に学生と教員が価値観を共有することが重要であろう。これまでも、1・2 年次に

おいて「大学入門」やアカデミックアドバイザーとの面談で、目標の明確化、そしてその目標

達成に向けた計画的な科目履修を促してきた。しかし、そうしたことを十分理解してるはずの

3・4 年次で、就職活動開始が早期化する中、卒業要件の単位数を満たすことが目的となる学生

が増えていた可能性がある。上級学年に対しても、学びの意義を継続的に伝える必要があると

改めて感じた。同時に、学生からの意見を十分に把握することも授業改善には必須である。外

国語学部では 2019 年度より学生を交えた「FD カフェ」を実施してきたが、2020 年度は新型

コロナ感染症蔓延のため中断してしまった。今後はそうした活動を活発化させ、学生と共によ

り良い授業を作り上げるという姿勢を維持していきたい。学生一人ひとりが興味・関心を持ち

ながら主役となって各授業に取り組むことが、結果的には他のアンケート項目の多くにおいて

も改善に繋がると考える。 

 

 


